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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月9日(2020.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式：
【化１】

　の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくはプロドラッグであって、
　Ｒ１及びＲ１’は、炭素と結合するとき、それらは、独立して、水素、ハロゲン、ＳＦ

５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルコキシ、Ｃ２－６アルケニル、シアノ
、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキ
シカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、アリールアルコキシカルボニル、カルボキシ
、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、またはＣ１－６ヒドロキシアルキル
であり、
　Ｒ１及びＲ１’が、窒素と結合するとき、それらは、独立して、水素、Ｃ２－６アルコ
キシ、Ｃ３－６アルコキシアルキル、Ｃ２－６アルケニル、アルコキシカルボニル、カル
ボニルアルキル、カルボニルアリール、Ｃ１－６アルキル、ヘテロシクリルアルキル、Ｃ

２－６ヒドロキシアルキル、またはＳ（Ｏ）２Ｒ’であり、
　各Ｒ’は、独立して、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ１－６アルコ
キシ、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６シクロアルキル、アリール、
ヘテロアリール、アルキルアリール、もしくはアリールアルキルであるか、または２つの
Ｒ’が同じ窒素原子上に存在する場合、それらは、一緒に、任意選択でＮ、Ｏ、またはＳ
ヘテロ原子を含有するＣ３－６環を形成することができ、
　Ｈ以外の前記Ｒ’基は、任意選択で、１つ以上の置換基で置換されてもよく、これらの
置換基は、独立して、ハロ、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ１－６ヒドロキシアルキル、ヒド
ロキシル、カルボキシル、アシル、アリール、アシルオキシ、アミノ、アミド、カルボキ
シル誘導体、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アリールアミノ、アルコキシ、アルコ
キシアルキル、アリールオキシ、ニトロ、シアノ、スルホン酸、チオール、イミン、スル
ホニル、スルファニル、スルフィニル、スルファモニル、エステル、カルボン酸、アミド
、ホスホニル、ホスフィニル、ホスホリル、ホスフィン、チオエステル、チオエーテル、
酸ハロゲン化物、無水物、オキシム、ヒドロジン、カルバメート、ホスホン酸、またはホ
スホネートであり、
　ｕ及びｖは、独立して、０、１、２、３、４、または５であり、
　Ｉは、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立
して、Ｎ、Ｏ、もしくはＳである１、２、もしくは３個のヘテロ原子を含有する５員ヘテ
ロ芳香族環、Ｃ４－１４二環式環、アルキルヘテロアリール、またはアルキルアリールで
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あり、
　Ｊは、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである１、２、または３個のヘテロ原子を含有する
５員ヘテロ芳香族環、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原
子を含有する６もしくは７員非芳香族環、または６もしくは７員架橋もしくはスピロ縮合
環、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する５員
非芳香族環、あるいは独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原
子を含有する４員環であり、
　Ｗは、
【化２】

であり、
　Ｒ１２は、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－６アルケニル、また
はＣ２－６アルキニルであり、
　Ｒ１３は、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、アリール、ヘテロアリール、ア
ルキルアリール、アリールアルキル、Ｃ４－１４二環式環、または独立して、Ｎ、Ｏ、も
しくはＳである０、１、もしくは２個のヘテロ原子を含有する６員架橋もしくはスピロ縮
合環であり、
　Ｒ１３は、任意選択で、各々が、独立して、水素、ハロゲン、ＣＦ３、ＳＦ５、ヒドロ
キシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ（Ｏ）
Ｒ’、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６アルキ
ニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアル
キル、Ｃ１－６アルキル、シクロアルキル、アリールアルコキシカルボニル、カルボキシ
ル、ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、Ｃ１－６ヒドロキシアルキル、アリール、
置換アリール、ヘテロアリール、及び置換ヘテロアリールからなる群から選択される、１
つ以上の置換基で置換され、前記置換アリール及び置換ヘテロアリール上の置換基は、ハ
ロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ
（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ’、Ｃ１－６アルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６

アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニ
ルアルキル、及びＣ１－６アルキルからなる群から選択されるか、
　あるいはＲ１２及びＲ１３は、それらが結合する窒素と一緒に、任意選択で、各々が、
独立して、水素、ハロゲン、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）

２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６アル
キニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルア
ルキル、Ｃ１－６アルキル、アリールアルコキシカルボニル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロ
アルキル、ヘテロシクリルアルキル、及びＣ１－６ヒドロキシアルキルからなる群から選
択される、１つ以上の置換基で置換された３～４員環を形成する、化合物、あるいは
　以下の式：

【化３】



(4) JP 2019-507774 A5 2020.4.23

　の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくはプロドラッグであって、
　式中、
　Ａは、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立
して、Ｎ、Ｏ、またはＳである１、２、または３個の窒素原子を含有する５員ヘテロ芳香
族環、Ｃ４－１４二環式環、アルキルヘテロアリール、及びアルキルアリールからなる群
から選択され、
　Ｂは、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する
６もしくは７員環、または６もしくは７員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、Ｎ、Ｏ
、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する５員環、独立して、Ｎ、Ｏ
、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する４員環、あるいはＣ４－１

４二環式環であり、
　Ｒ１及びＲ１’が、炭素と結合するとき、それらは、独立して、水素、ハロゲン、ＳＦ

５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルコキシ、Ｃ２－６アルケニル、シアノ
、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキ
シカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、アリールアルコキシカルボニル、カルボキシ
、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、またはＣ１－６ヒドロキシアルキル
であり、
　Ｒ１及びＲ１’が、窒素と結合するとき、それらは、独立して、水素、Ｃ２－６アルコ
キシ、Ｃ３－６アルコキシアルキル、Ｃ２－６アルケニル、アルコキシカルボニル、カル
ボニルアルキル、カルボニルアリール、Ｃ１－６アルキル、ヘテロシクリルアルキル、Ｃ

２－６ヒドロキシアルキル、またはＳ（Ｏ）２Ｒ’であり、
　各Ｒ’は、独立して、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ１－６アルコ
キシ、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６シクロアルキル、アリール、
ヘテロアリール、アルキルアリール、もしくはアリールアルキルであるか、または２つの
Ｒ’が同じ窒素原子上に存在する場合、それらは、一緒に、任意選択でＮ、Ｏ、またはＳ
ヘテロ原子を含有するＣ３－６環を形成することができ、
　Ｈ以外の前記Ｒ’基は、任意選択で、１つ以上の置換基で置換されてもよく、これらの
置換基は、独立して、ハロ、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ１－６ヒドロキシアルキル、ヒド
ロキシル、カルボキシル、アシル、アリール、アシルオキシ、アミノ、アミド、カルボキ
シル誘導体、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アリールアミノ、アルコキシ、アルコ
キシアルキル、アリールオキシ、ニトロ、シアノ、スルホン酸、チオール、イミン、スル
ホニル、スルファニル、スルフィニル、スルファモニル、エステル、カルボン酸、アミド
、ホスホニル、ホスフィニル、ホスホリル、ホスフィン、チオエステル、チオエーテル、
酸ハロゲン化物、無水物、オキシム、ヒドロジン、カルバメート、ホスホン酸、またはホ
スホネートであり、
　ｕ及びｖは、独立して、０、１、２、３、４、または５であり、
　Ｘは、
【化４】

または
【化５】
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であり、
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－６アルケニル、または
Ｃ２－６アルキニルであり、
　Ｒ２は、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－８アルコキシアルキル、Ｃ

２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、アリール、ヘテロアリール、アルキルアリール
、アリールアルキル、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原
子を含有する、６員環、または６員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、Ｎ、Ｏ、また
はＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する７員架橋もしくはスピロ縮合環、
独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する５員環、
独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する４員環、
シクロアルキル、アルキルヘテロアリール、あるいはアルキルアリールであり、
　Ｒ２は、任意選択で、１つ以上の置換基で置換され、これらは各々、独立して、ハロゲ
ン、ＣＦ３、ＳＦ５、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ

２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカ
ルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、アリールアルコキシカルボニル、カルボキシ、Ｃ

１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、もしくはＣ１－６ヒドロキシアルキルで
あり、またはＲ２は、任意選択で、アリール、置換アリール、ヘテロアリール、もしくは
置換ヘテロアリールで置換され、前記置換アリール及び置換ヘテロアリール上の置換基は
、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’
、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ’、Ｃ１－６アルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２

－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカル
ボニルアルキル、及びＣ１－６アルキルからなる群から選択され、あるいは
　Ｒ２及びＲ３は、それらが結合する窒素と一緒に、６～１０員二環式もしくは架橋環、
３～８飽和環、または５員不飽和環を形成することができ、かかる二環式、架橋、飽和、
及び不飽和環は、任意選択で、１つ以上の追加のヘテロ原子を含有し、ここで、各々が、
独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮであり、任意選択で、１つ以上の置換基で置換され、各々が
、独立して、ハロゲン、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ
’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６アルキニ
ル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキ
ル、Ｃ１－６アルキル、アリールアルコキシカルボニル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアル
キル、ヘテロシクリルアルキル、またはＣ１－６ヒドロキシアルキルである、化合物、あ
るいは
　以下の式：
【化６】

　の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくはプロドラッグであって、
　Ｒ１及びＲ１’は、式Ｉに関して定義される通りであり、
　ｕ及びｖは、独立して、０、１、２、３、４、または５であり、
　Ｃは、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立
して、Ｎ、Ｏ、もしくはＳである１、２、もしくは３個のヘテロ原子を含有する５員ヘテ
ロ芳香族環、Ｃ４－１４二環式環、アルキルアリール、またはアルキルヘテロアリールで
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あり、
　Ｄは、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立
して、Ｎ、Ｏ、もしくはＳである１、２、もしくは３個のヘテロ原子を含有する５員ヘテ
ロ芳香族環、またはＣ４－１４二環式環であり、
　Ｙは、
【化７】

または
【化８】

であり、
　Ｒ４は、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－６アルケニル、又はＣ

２－６アルキニルであり、
　Ｒ５は、アルキルアリール、アリールアルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキ
ニル、アリール、ヘテロアリール、または独立して、Ｎ、Ｏ、もしくはＳである０、１、
もしくは２個のヘテロ原子を含有する６員架橋もしくはスピロ縮合環であり、
　Ｒ５は、任意選択で、１つ以上の置換基で置換され、これらの各々が、独立して、ハロ
ゲン、ＣＦ３、ＳＦ５、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（
Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルコキシ、シアノ、アジド、
Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシ
カルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、シクロアルキル、アリールアルコキシカルボニ
ル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、もしくはＣ１－６ヒ
ドロキシアルキルであり、またはＲ５は、任意選択で、アリール、置換アリール、ヘテロ
アリール、もしくは置換ヘテロアリールで置換され、前記置換アリール及び置換ヘテロア
リール上の置換基は、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ
’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ’、Ｃ１－６アルコキシ、シ
アノ、アジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニ
ル、アルコキシカルボニルアルキル、及びＣ１－６アルキルからなる群から選択され、
　Ｃがフェニルである場合、Ｄは、フェニルもしくは５員環ヘテロアリールではないか、
またはＣがフェニルであり、Ｄがフェニルまたは５員環ヘテロアリールである場合、Ｒ５

は、アルキルアリール、アルケニル、または６員架橋環ではないか、
　あるいはＹが、
【化９】

であるとき、Ｒ４及びＲ５は、それらが結合する窒素と一緒に、任意選択で、１つ以上の
置換基で置換された３～４員環を形成し、それらの各々が、独立して、ハロゲン、ＣＦ３

、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、
Ｃ１－６アルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキ
ル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、アリー
ルアルコキシカルボニル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル
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、またはＣ１－６ヒドロキシアルキルであり
　Ｄは、任意選択で、
【化１０】

であり、式中、Ｒ６は、Ｈ、Ｃｌ、Ｆ、またはＢｒであり、Ｒ７は、Ｈ、メチル、Ｆ、ま
たはＣｌである、化合物、あるいは
　以下の式：

【化１１】

　の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくはそのプロドラッグであって、式中
、Ｒ１及びＲ１’は、式Ｉに関して定義される通りであり、
　ｕ及びｖは、独立して、０、１、２、３、４、または５であり、
　Ｅは、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、各々が、独立し
て、Ｎ、Ｏ、もしくはＳである、１、２、もしくは３個のヘテロ原子を含有する５員ヘテ
ロ芳香族環、Ｃ４－１４二環式環、アルキルヘテロアリール、またはアルキルアリールで
あり、
　Ｆは、独立して、Ｎ、Ｏ、もしくはＳである１、２、もしくは３個のヘテロ原子を含有
する５員ヘテロ芳香族環、またはＣ４－１４二環式環であり、
　Ｚは、

【化１２】

または

【化１３】

であり、
　Ｒ８は、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－６アルケニル、または
Ｃ２－６アルキニルであり、
　Ｒ９は、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－８アルコキシアルキル、独
立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する、６員環、
または６員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、また
は２個のヘテロ原子を含有する７員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、Ｎ、Ｏ、また
はＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する５員環、独立して、Ｎ、Ｏ、また
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はＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する４員環、あるいは３員環であり、
　Ｒ９は、任意選択で、１つ以上の置換基で置換され、これらの各々が、独立して、ハロ
ゲン、ＣＦ３、ＳＦ５、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（
Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロアルコキシ、シアノ、アジド、
Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシ
カルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、シクロアルキル、アリールアルコキシカルボニ
ル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、もしくはＣ１－６ヒ
ドロキシアルキルであり、またはＲ９は、任意選択で、アリール、置換アリール、ヘテロ
アリール、もしくは置換ヘテロアリールで置換され、前記置換アリール及び置換ヘテロア
リール上の置換基は、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ
’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ’、Ｃ１－６アルコキシ、シ
アノ、アジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニ
ル、アルコキシカルボニルアルキル、及びＣ１－６アルキルからなる群から選択され、あ
るいは
　Ｒ８及びＲ９は、それらが結合する窒素と一緒に、６～１０員二環式もしくは架橋環、
または３～８飽和環を形成することができ、かかる二環式、架橋、及び飽和環部分は、任
意選択で、独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮである１つ以上の追加のヘテロ原子を含有し、か
つ任意選択で、各々が、独立して、ハロゲン、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）

２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、シアノ、アジ
ド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコ
キシカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、アリールアルコキシカルボニル、カルボキ
シ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、またはＣ１－６ヒドロキシアルキ
ルである１つ以上の置換基で置換される、化合物、あるいは
　以下の式：
【化１４】

　の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくはプロドラッグであって、
　Ｇは、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立
して、Ｎ、Ｏ、もしくはＳである１、２、もしくは３個のヘテロ原子を含有する５員ヘテ
ロ芳香族環、Ｃ４－１４二環式環、アルキルヘテロアリール、またはアルキルアリールで
あり、
　Ｈは、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立
して、Ｎ、Ｏ、もしくはＳである、１、２、もしくは３個のヘテロ原子を任意選択で含有
する６員非ヘテロ芳香族環、またはＣ４－１４二環式環であり、
　Ｒ１及びＲ１’が、炭素と結合するとき、それらは、独立して、水素、ハロゲン、ＣＦ

３、ヒドロキシ、ＳＦ５、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（
Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、シアノ、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアル
キル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、アリ
ールアルコキシカルボニル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキ
ル、またはＣ１－６ヒドロキシアルキルであり、
　Ｒ１及びＲ１’が、窒素と結合するとき、それらは、独立して、水素、Ｃ１－６アルコ
キシ、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、カルボニルアルキル、カル
ボニルアリール、Ｃ１－６アルキル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ２－６アルケニル、ヘテロ
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シクリルアルキル、Ｃ１－６ヒドロキシアルキル、またはＳ（Ｏ）２Ｒ’であり、
　各Ｒ’は、独立して、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ１－６アルコ
キシ、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６シクロアルキル、アリール、
ヘテロアリール、アルキルアリール、もしくはアリールアルキルであるか、または２つの
Ｒ’が同じ窒素原子上に存在する場合、それらは、一緒に、Ｎ、Ｏ、またはＳを任意選択
で含有するＣ３－６アルキル環を形成することができ、H以外のＲ’基は、１つ以上のＣ

１－６ヒドロキシアルキル、アミノアルキル、またはアルコキシアルキル置換基で置換さ
れてもよく、
　ｕ及びｖは、独立して、０、１、２、３、４、または５であり、
　Ｗは、
【化１５】

であり、
　Ｒ１０は、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－６アルケニル、また
はＣ２－６アルキニルであり、
　Ｒ１１は、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－８アルコキシアルキル、
Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、アリール、ヘテロアリール、アルキルアリー
ル、アリールアルキル、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ
芳香族環、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有す
る、６員環、または６員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである
０、１、または２個のヘテロ原子を含有する７員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、
Ｎ、Ｏ、またはＳである１、２、または３個のヘテロ原子を含有する５員ヘテロ芳香族環
、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する５員環
、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する４員環
、３員環、アルキルヘテロアリール、あるいはアルキルアリールであり、
　Ｒ１１は、任意選択で、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）

２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロ
アルコキシ、Ｃ２－６アルケニル、シアノ、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシア
ルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、ア
リールアルコキシカルボニル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアル
キル、Ｃ１－６ヒドロキシアルキル、アリール、置換アリール、ヘテロアリール、及び置
換ヘテロアリールからなる群から選択される１つ以上の置換基で置換され、前記置換アリ
ール及び置換ヘテロアリール上の置換基は、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ
（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ’、Ｃ

１－６アルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル
、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、及びＣ１－６アルキルからな
る群から選択され、あるいは
　Ｒ１０及びＲ１１は、それらが結合する窒素と一緒に、６～１０員二環式もしくは架橋
環、または３～８飽和環を形成することができ、かかる二環式、架橋、または飽和環部分
は、任意選択で、各々、独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮである１つ以上の追加のヘテロ原子
を含有し、かつ任意選択で、それらの各々が、独立して、ハロゲン、ＣＦ３、ヒドロキシ
、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アル
コキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキ
シカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、アリールアルコキシ
カルボニル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、またはＣ１

－６ヒドロキシアルキルである１つ以上の置換基で置換される、化合物、あるいは
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　以下の式：
【化１６】

　の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくはプロドラッグであって、
　Ｒ１及びＲ１’は、式Ｉに関して定義される通りであり、
　ｕ及びｖは、独立して、０、１、２、３、４、または５であり、
　Ｋは、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立して、Ｎ、
Ｏ、もしくはＳである１、２、もしくは３個のヘテロ原子を含有する５員ヘテロ芳香族環
、Ｃ４－１４二環式環、アルキルヘテロアリール、またはアルキルアリールであり、
　Ｌは、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである１、２、または３個のヘテロ原子を含有する
５員ヘテロ芳香族環、独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原
子を含有する６もしくは７員環、または６もしくは７員架橋もしくはスピロ縮合環、独立
して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する５員環、独立
して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する４員環、ある
いはＣ４－１４二環式環であり、
　Ｗは、

【化１７】

であり、
　Ｒ１４は、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－６アルケニル、また
はＣ２－６アルキニルであり、
　Ｒ１５は、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－８アルコキシアルキル、
独立して、Ｎ、Ｏ、またはＳである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する、６員環
、または６員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、
１、または２個のヘテロ原子を含有する７員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、Ｎ、
Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する５員環、独立して
、Ｎ、Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する４員環であ
り、
　Ｒ１５は、任意選択で、独立して、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’
）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ

１－６ハロアルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアル
キル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、シク
ロアルキル、アリールアルコキシカルボニル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテ
ロシクリルアルキル、もしくはＣ１－６ヒドロキシアルキルである、１つ以上の置換基で
置換されるか、またはＲ１５は、任意選択で、アリール、置換アリール、ヘテロアリール
、もしくは置換ヘテロアリールで置換され、前記置換アリール及び置換ヘテロアリール上
の置換基は、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（
Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ’、Ｃ１－６アルコキシ、シアノ、ア
ジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アル
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コキシカルボニルアルキル、及びＣ１－６アルキルからなる群から選択されるか、
　あるいはＲ１４及びＲ１５は、それらが結合する窒素と一緒に、６～１０員二環式もし
くは架橋環、または３～８員飽和環を形成することができ、かかる二環式、架橋、及び飽
和環部分は、任意選択で、独立して、Ｏ、Ｓ、またはＮである１つ以上の追加のヘテロ原
子を含有し、かつ任意選択で、各々、独立して、ハロゲン、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ
’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、
シアノ、アジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル、アルコキシカルボ
ニル、アルコキシカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、アリールアルコキシカルボニ
ル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアルキル、及びＣ１－６ヒドロ
キシアルキルからなる群から選択される１つ以上の置換基で置換される、化合物、あるい
は
　以下の式：
【化１８】

　の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくはプロドラッグであって、
　Ｒ１及びＲ１’は、式Ｉに関して定義される通りであり、
　ｕ及びｖは、独立して、０、１、２、３、４、または５であり、
　Ｍは、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立
して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、もしくはＳｅである１、２、もしくは３個のヘテロ原子を含有する５
員ヘテロ芳香族環、Ｃ４－１４二環式環、アルキルヘテロアリール、またはアルキルアリ
ールであり、
　Ｎは、フェニル、１、２、または３個の窒素原子を含有する６員ヘテロ芳香族環、独立
して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、及びＳｅからなる群から選択される１、２、または３個のヘテロ原子
を含有する５員ヘテロ芳香族環、独立して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、１、また
は２個のヘテロ原子を含有する６もしくは７員環、または６もしくは７員架橋もしくはス
ピロ縮合環、独立して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、１、または２個のヘテロ原子
を含有する５員環、独立して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、１、または２個のヘテ
ロ原子を含有する４員環、あるいはＣ４－１４二環式環であり、
　Ｖは、

【化１９】

または

【化２０】

であり、
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　Ｒ１６は、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ２－８アルコキシアルキル、
Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、アリール、ヘテロアリール、独立して、Ｎ、
Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、１、または２個のヘテロ原子を含有する、６員環、または
６員架橋もしくはスピロ縮合環、独立して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、１、また
は２個のヘテロ原子を含有する５員環、独立して、Ｎ、Ｏ、Ｓ、またはＳｅである０、１
、または２個のヘテロ原子を含有する４員環、アルキルアリール、アリールアルキル、ア
ルキルヘテロアリール、あるいはアルキルアリールであり、
　Ｒ１６は、任意選択で、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）

２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ１－６ハロ
アルコキシ、Ｃ２－６アルケニル、シアノ、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシア
ルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、Ｃ１－６アルキル、ア
リールアルコキシカルボニル、カルボキシ、Ｃ１－６ハロアルキル、ヘテロシクリルアル
キル、Ｃ１－６ヒドロキシアルキル、アリール、置換アリール、ヘテロアリール、及び置
換ヘテロアリールからなる群から選択される１つ以上の置換基で置換され、前記置換アリ
ール及び置換ヘテロアリール上の置換基は、ハロゲン、ＳＦ５、ＣＦ３、ヒドロキシ、Ｎ
（Ｒ’）Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｒ’、Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒ’）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ’、Ｃ

１－６アルコキシ、シアノ、アジド、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６アルコキシアルキル
、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、及びＣ１－６アルキルからな
る群から選択される、化合物。
【請求項２】
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【化２１】
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【化２２】
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【化２３】

からなる群から選択される化合物、
ならびにその薬学的に許容される塩またはプロドラッグ。
【請求項３】
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【化２４】

である、請求項２に記載の化合物、ならびにその薬学的に許容される塩またはプロドラッ
グ。
【請求項４】
【化２５】

である、請求項２に記載の化合物、ならびにその薬学的に許容される塩またはプロドラッ
グ。
【請求項５】

【化２６】

である、請求項２に記載の化合物、ならびにその薬学的に許容される塩またはプロドラッ
グ。
【請求項６】
【化２７】

である、請求項２に記載の化合物、ならびにその薬学的に許容される塩またはプロドラッ
グ。
【請求項７】
　Ｒ１２が水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ１３がＣ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、アリール又はヘテロアリールであ
る、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ１３がＣ２－６アルケニルである、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
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　Ｒ１３がＣ２－６アルキニルである、請求項８に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ１３がアリールである、請求項８に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ１３がヘテロアリールである、請求項８に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｊが、１、２、または３個のヘテロ原子を含有する５員ヘテロ芳香族環である、請求項
１～１２のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｊがピロリルである、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｉがフェニルである、請求項１～１４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１６】
　ｕが３である、請求項１～１５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ１がＣ１－６アルキルである、請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１８】
　ｖが２である、請求項１～１７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｒ１’がハロゲンである、請求項１～１８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれかに記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくは
プロドラッグを含む、薬学的組成物であって、ＨＢＶ感染の治療、ＨＢＶ感染の予防、ま
たはＨＢＶによる感染の生物学的活性の低減のための薬学的組成物。
【請求項２１】
　別のＨＢＶウイルス剤との組み合わせで使用することができる、請求項２０に記載の薬
学的組成物。
【請求項２２】
　請求項１～１９のいずれかに記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくは
プロドラッグを含む、薬学的組成物であって、ウエストナイルウイルス感染を治療する、
ウエストナイルウイルス感染を予防する、またはウエストナイルウイルスによる感染の生
物学的活性を低減するための薬学的組成物。
【請求項２３】
　別の抗ウエストナイルウイルス剤との組み合わせで使用することができる、請求項２２
に記載の薬学的組成物。
【請求項２４】
　請求項１～１９のいずれかに記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくは
プロドラッグを含む、薬学的組成物であって、ｆｌａｖｉｖｉｒｉｄａｅウイルスに感染
した宿主を治療する、１つもしくはこれらのウイルスによる感染を予防する、または宿主
におけるこれらのウイルスのうちの１つによる感染の生物学的活性を低減するための薬学
的組成物。
【請求項２５】
　別の抗ｆｌａｖｉｖｉｒｉｄａｅ剤との組み合わせで使用することができる、請求項２
４に記載の薬学的組成物。
【請求項２６】
　前記ウイルスが、Ｃ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）、デング熱、ジカウイルス、及び黄熱か
らなる群から選択される、請求項２４又は２５に記載の薬学的組成物。
【請求項２７】
　ＨＤＶ感染を抑制する、請求項２０に記載の薬学的組成物。
【請求項２８】
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　請求項１～１９のいずれかに記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩もしくは
プロドラッグを含む、ＨＣＶ及び休眠ＨＢＶ感染の治療に使用するための、薬学的組成物
であって、前記使用が更に１つ以上の抗ＨＣＶ治療薬の使用を含む、薬学的組成物。
【請求項２９】
　経皮用組成物またはナノ粒子組成物である、請求項２０～２８のいずれか一項に記載の
薬学的組成物。
【請求項３０】
　第２の抗ウイルス剤との組み合わせで使用することができる、請求項２０～２９のいず
れか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項３１】
　前記第２の抗ウイルス剤が、ポリメラーゼ阻害剤、ウイルス侵入阻害剤、ウイルス成熟
阻害剤、文献に記載されるカプシド集合調節薬、ＩＭＰＤＨ阻害剤、プロテアーゼ阻害剤
、免疫系治療薬、逆転写酵素阻害剤、ＴＬＲアゴニスト、ｓｉＲＮＡ、ｓｈＲＮＡ、Ｔａ
ｌｅｎ、Ｃｒｉｓｐｅｒ／Ｃａｓ９、ｍｉｒ（マイクロＲＮＡ）、明確なまたは不明の機
序の薬剤、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項３０に記載の薬学
的組成物。
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